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信田 ドリアン・タワール村の生活世界

校 卒 で あ り,世 帯 調 査 当 時 は ス レ ンバ ンの工 場 で働 い て い た(月 給300リ ンギ ッ ト)。

タホ ッ夫 婦 の 問 に,子 供 が な か な か で きな か っ た た め,タ ホ ッの妹(プ ユ ー(Puyuh)

(No.ll)の 妻)の 子 供 を養 子 と した。

養 子 で あ る イサ(Isa)は,タ ホ ッ と折 り合 いが 悪 く,1997年,ル ンバ ウ(Rembau)

の オ ラ ン ・ア ス リ集 落 で タ ン カ ッ プ ・バ サ ー(tangkapbasah)に よ っ て結 婚 し,そ こ

に住 む よ うに な っ た。 タ ンカ ップ ・バ サ ー とは未 婚 の男 女 が2人 で い る とこ ろ を親 族

が 取 り押 さえ て,結 婚 か罰 金 を迫 る状 況 を指 す 。 タホ ッは この結 婚 に は反 対 して い た

が,イ サ が 意 図 的 に タ ンカ ップ ・バ サ ー に遭 う こ とに よっ て結 婚 を押 し切 っ た と言 わ

れ て い た。

タホ ッ とエ ンケ ンの夫 婦 は,い つ も ゴム仲 買 店 主 ア マ ンに ゴム採 液 収 入 の前 借 りを

して い た。 自 らの経 済 力 以 上 に電 気 製 品 や家 具 を購 入 す るが,そ の返 済 が 間 に合 わ な

い の で あ る。 狩 猟 の名 人 で あ る タ ホ ッは,「 下 の 人 び と」 を指 揮 して,プ タ イや ラ タ

ンな どの森 林 産 物 の採 取 の仕 事 も行 な うの で,「 下 の 人 び と」 の 事 情 に精 通 して い る。

No.4

Kg.Tuan(Pahang)出 身 の ジ ャ リル(Jalil)の 父 は マ レー 人 で,母 は オ ラ ン ・アス

リ(PahangのTemuan)で あ る。 両 親 は ム ス リム だ が,彼 自身 は ム ス リム で は な い 。

1996年 に結 婚 した。 妻 ハ リマ ー(Halimah)は エ ンケ ンの 姉 ク デ ィ ー(Kudih)の 娘

で あ る。 ク デ ィ ー の 夫 は2人 目の 子 供 が 生 ま れ る と,出 身村 ド ゥス ン ・ク ブ ー ル 村

(Kg.DusunKubur)に 帰 っ て しま っ た 。 そ の 後,彼 らは 離 婚 した 。 ジ ャ リ ル夫 婦 は,

タホ ッ夫 婦 と同 居 して い た が,1997年 に 娘 が 生 ま れ て か らは,タ ホ ッ夫 婦 の 家 の 裏

側 に簡 素 な家 屋 を建 設 し,そ れ以 来,そ こに住 ん で い る。 彼 ら夫 婦 に ドリア ン果 樹 園

が な い の は,若 く して亡 くな っ た妻 の母 か らの相 続 財 が な い か らで あ る。 世 帯 調 査 当

時,ゴ ム採 液 業 と夫 の プ タイ採 取 に よっ て生 計 を立 て て い た。
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No.5

ダ ラ ップ(Darap)は マ ン ク ・ハ シ ム の 長 男 で,ド ゥ リ(Duli)は マ ン ク ・ハ シ ム

の姉 ブ チ ェー(Bucheh)と カ ル の 間 の 長 女 で あ る。 交 叉 イ トコ婚 で,ド ゥ リが3歳

年 上 で あ る。 婚 姻 の形 式 は,「 婚 約 を 省 略 す る簡 易 な結 婚(singkapdaunambilbuah)」

で あ るが,タ ン カ ップ ・バ サ ー で は ない 。 ドゥ リの 弟 の イサ ハ ッ(Isahak)が 同居 し

て い た 。

ダラ ップ は,午 前 中 は ゴム採 液 業,午 後 は プ タイ な どの森 林 産物 採 取 や狩 猟 に従 事

して い た 。 したが っ て,ゴ ム採 液 業 に よる収 入 だ け で,彼 らの家 計 を考 え る こ とは で

きな い 。1998年 当 時,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トに よ っ て 与 え られ た 宅 地 に 家 を建 設

中 で あ っ たが,「 そ の 後 」,新 しい家 に引 っ越 した。 元 の家 に は,ダ ラ ム村 に住 ん で い

た ダ ラ ップ の弟 夫 婦 が 住 む よ うに な っ た。 た だ し,こ の弟 夫 婦 もダ ラ ップ の家 の 隣 に

新 しい家 を建 設 中 で あ っ た。

No.6

ミサ ル(Misal)は ア ジ ョイ(Ajoi)(No.28)の 息 子 で あ る。 ア ジ ョイ は ミサ ル の

妻 ハ ド(Hado)と 同 じプ ル ッ ト(母 系 出 自集 団)で あ る 。 ア ジ ョ イ 自 身が 近 親 婚 で

あ る が,息 子 ミサ ル も また近 親 婚 で あ る。

ア ダ ッ トで 禁 止 され て い る イ ン セ ス ト(ス ンバ ン:sumbang)に 抵 触 す る近 親 婚 で
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あ っ た た め,彼 らの結 婚 は タ ンカ ップ ・バ サ ー に よる結 婚 で あ っ た。 正 式 な手 続 きを

踏 む こ とが で き な か っ た の で あ る 。1996年10月1日 の パ リ ・ク ス ダ ラ ア ン(Hari

Kesedaraan)と い う年 に一 度 の 大 祭 の夜,ハ ドの 家 で 同裏 し,次 の 日の 朝 に カ ル らに

よ って 捕 ま え られ た 。 裁 可(hukum)の 後,日 に ち をお い て,結 婚 式 が 行 な わ れ た 。

ミサ ル の父 親 で あ る ア ジ ョイ は テ ィカ ッ派 で あ り,テ ィカ ッを は じめ とす る テ ィカ ッ

派 の面 々 も この結 婚 式 に は 出席 した。 村 び との ほ とん どが 出席 す る結 婚 式 と して は お

そ ら く最 後 の結 婚 式 とな っ た。 なぜ な ら,そ の 後,村 の 人 び と は分 裂 した か らで あ る。

妻 ハ ドは,幼 稚 園 の 助 手 を して い た が(月 給400リ ンギ ッ ト),そ の 後,娘 が 生 ま

れ た 。 ミサ ル は,ゴ ム採 液 作 業 を行 な い,実 家 の ゴ ム採 液作 業 の 手 伝 い も して い た 。

そ して,森 林 産物 採 取 も積 極 的 に行 な っ て い た。

家屋 は,1992年 にハ ドと彼 女 の 母 親 チ チ ョッ ト(Chichot:1996年6月 に亡 くな っ

た)が 住 む た め に建 て られ た簡 素 な作 りで,電 気 を通 す こ とが で きな か っ た。 水 道 は

姉 イ ラ ム(lram)(No.7)の 家 か ら引 い て い た 。 「そ の後 」,PPRTの 家 屋 を得 た。

姉 の ほ か に,男 キ ョウ ダ イが2人 い て,そ の う ちの1人 で あ る ア ダ ム(Adam)は

ブ ラ ナ ンに 住 み,キ リス ト教 に改 宗 して い た 。 も う1人 の男 キ ョウ ダ イ で あ るザ イ

デ ィ(Zaidi)も 結 婚 して,ス ラ ン ゴー ル州 の ウ ル ・ラ ンガ ッ ト(UluLangat)に 住 ん

で い た。

No.7

ム ラ ン(Melan)は ス レ ンバ ン近 郊 の パ ヤ ・ルバ ー ル村(Kg.PayaLebar)出 身 で あ

る。 「そ の 後 」,パ ヤ ・ル バ ー ル村 は イ ス ラ ー ム教 徒 用 家 屋 建 設 プ ロ ジ ェ ク トの た め に

村 の 土 地 の一 部 が 回 収 さ れ た 。 彼 はそ の補 償 金 を受 け取 っ た 。 ダ ラ(Dara)(バ テ ィ

ン ・ジ ャ ン グ ッ ト(No.14)の 第5妻)の 母 は 同 じ村 の 出 身 で あ り,ダ ラ と ム ラ ンは

同 じ母 系 出 自集 団 に属 す る。 そ の た め,ム ラ ン は ダ ラ の 娘 スハ イ ナ(Suhaina)の 結

婚 式 で は新 婦 側 の親 族 と して婚 姻 儀 礼 に 出席 して い た。 彼 は,ブ デ ィル(Bedil)(No.

245



国立民族学博物館研究報告29巻2号

12)の 大 工 の仕 事 を手 伝 っ て い た の で,ブ デ ィル と共 に テ ィカ ッ派 に与 して い た。 し

か し,そ の後,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ ト派 に協 力 的 に な っ た。

ム ラ ンは 自 らの ゴム採 液収 入 だ け で は不 足 な の か,ア マ ンの ゴム 園 を借 りて採 液 作

業 を した り,ブ デ ィル の手 伝 い を した り,ラ タ ンの採 取 を した り,そ の 時 々 の状 況 に

応 じて生 業 を転 換 して い た。 こ う した生 業 の仕 方 は,ミ サ ル も同様 だが,子 供 が ま だ

小 さ く,ゴ ム 園 や ドリア ン果 樹 園 も少 な い結 婚 問 もな い夫 婦 に見 られ る生 業 の仕 方 で

あ る 。子 供 の衣 服 ・教 育 ・医療 な ど,現 金 収 入が 必 要 な 時期 な の で,そ れ に応 じる形

で収 入 の多 い仕 事 を次 か ら次 へ と こな して い くの で あ る。

No.8

カル(Kalu)は 狩猟 の 名 人 で あ り,森 の 知 識 を持 ち合 わせ て い る。 「非 常 事 態 宣 言

期 」 に は連 邦 軍 の下 で働 い た経 験 が あ る。 沈 香(gaharu)や ラ タ ンが 採 れ た 時 代 には,

息 子 た ち と共 に採 取 作 業 に従 事 した。 当 時 は か な りの現 金 収 入が あ り,村 で最 初 に テ

レ ビを購 入 す る な ど,ま さに全 盛 の 時 で あ っ た。 そ の代 わ り,当 時 は酒 を よ く飲 ん で

い た 。森 林 産物 の乱 獲 な どに よっ て ブ ー ムが 去 る につ れ て,困 窮 に 陥 っ た。 世 帯 調 査

当 時 は,テ レ ビ もな く(売 却 して な くな り),古 い ラジ オ が あ る だ け で あ っ た。 ゴ ム
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採 液 業,ド リア ン収 穫 野 菜(野 草)の 採 取 な どで細 々 と暮 ら して い た。 子 供 た ち は

成 人 して い るが,親 の生 活 を援 助 す る様 子 は な い し,カ ル夫 婦 も子 供 た ち に頼 る気 も

な い よ うで あ っ た。

カ ル はPanglimaGajahと い う称 号 の 保 有 者 で あ る 。 彼 は,バ テ ィ ン ・ ドゥ ラ ン

(BatinDulang)と い うか つ て の ア カイ 村 の バ テ ィ ンの 息 子 の1人 で あ る。 キ ョウ ダ イ

は12人 い る 。 兄 に は,ミ ロ ン(No.13)の 父 が い る。 マ ン ク ・ハ シ ム の妻 は,彼 の

女 キ ョウ ダ イ の 養 女 で あ る 。 妻 の ブ チ ェ ー(Bucheh)は,Katak(カ エ ル の 意)と い

うあ だ 名 を持 つ 。 ム ラ イ(Murai)の 娘 で あ る。

世 帯 調 査 当 時,同 居 して い た の は,息 子 の ア ワ イ(Awai)と 娘 の マ リ ア(Maria),

そ して 亡 き娘 サ ミ(Sami)の2人 の息 子 で あ っ た 。 サ ミはハ ン トゥ ・クニ ン(hantu

kening)が 原 因 で 死 亡 した と言 わ れ て い る。 ハ ン トゥ ・ク ニ ン とは 夕 方,空 の 色 が 黄

色(kening)に な る とい う異 常 気 象 の 時 に 出 て くる オ バ ケ(hantu)を 指 す 。 オバ ケが

体 内 に 入 っ た こ とが 原 因 で 死 亡 した と言 わ れ て い る。 夫 は キ オ ッ プ(Kioop)(No.

60)の 兄 で あ る(そ の 夫 も森 林 伐 採作 業 中の 事 故 で 死 亡)。 カ ル の子 供 た ち は,バ テ ィ

ン ・ジ ャ ング ッ ト派,反 バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ ト派 な ど と婚 姻 関係 を結 ん で お り,彼

らに は両 者 の情 報 が 入 る。 逆 に言 え ば バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ ト派 は この よ うな人 た

ち か ら情 報 を得 て い る の で あ る。

「そ の 後 」,娘 の マ リア は バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの息 子 ラ ン と結 婚 し,彼 らに はす

で に2人 の子 供 が い た。 そ して,妻 方 居 住 の原 則 に従 い,彼 らは カ ル夫 婦 と同居 して

い た。

No.9

ハ シ ム(Hasim)は マ ン ク(Mangku)の 称 号 保 有 者 で あ る。 彼 の家 が 村 一 番 の裕 福

な家 で あ る の は,義 父 ム ン トゥ リ ・レ ワ ッ トの 遺 した 財 産 に よ る。 妻 アチ(Achi)は

トゥオ ・マ ン ク(TuoMangku)の 称 号 保 有 者 で あ る 。 彼 女 は 「純 粋 な」 華 人 で あ る。

幼 少 の 頃,両 親 が 日本 軍 に よっ て殺 され た の で,オ ラ ン ・ア ス リの養 女 とな り,オ ラ

ン ・ア ス リに育 て られ た。

か つ て,ダ ラ ッ プが 住 ん で い る家 屋(No.5)に 住 ん で い た が,森 林 産 物 ブ ー ム で

儲 け た 資金 を元 に,新 た に家 屋 を建 設 した。 そ の場 所 は,か つ て は ア キ ・マ イ ンや ア

キ ・マ イ ンの 義 兄 ム ンキ ン らが 住 ん で い た 場 所 で あ っ た 。 そ の た め,「 ジ ュモ イ の場

所 だ(tempat/e〃aoi)」 と忌 み 嫌 う 人 もい る。 や せ 細 って 死 ん で い くジ ュ モ イ(ノe〃201

とい う病 気 で ア キ ・マ イ ンの義 兄 が 亡 くな っ た た め で あ る。 ち な み に,こ の ア キ ・マ
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イ ンの義 兄 ム ンキ ンは有 能 な 「呪術 師(dukun)」 で あ った 。

世 帯 調 査 当 時,同 居 して い た の は,ア マ ン夫 婦 とザ イ ナ ブ(Zainab)夫 婦 で あ る。

ア マ ン は新 居 を建 設 中 で あ っ た 。 ア マ ンの 妻 は,パ ハ ン州 出 身 の ジ ャ ク ンの 人 で あ

る 。 「そ の 後 」,ア マ ン夫 婦 は,新 居 に移 住 した 。 アテ ェー(Ateh)と ザ イ ナ ブ の夫 婦

は,「 森 の 生 活 」 を好 む 。 ア テ ェ ー は ブ ラ ナ ン出 身 で あ る。 娘 ウ ナ ン(Unan)は 華 人

の小 学 校 に通 っ てい た(「 そ の 後 」,華 人 の 中 学 校 に進 学 した)。 ア ニ ュ(Anyu)は バ

テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トの 娘 イ ア(la)と 結 婚 した 。 当 時,ア ニ ュ とイ ア(la)の 結 婚

に よっ て,バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トとマ ンク ・ハ シ ム の 聞 の結 びつ きは強 化 され た と

い う見 方 が あ っ た 。 ス ィ ボ ッ(Sibok)は ダ ラ ム 村 に婚 出 して い た。 「そ の 後 」,ス ィ

ボ ッは妻 子 と共 に ドリア ン ・タワ ー ル村 に移 住 した。

息 子 た ち の 協 力 で,開 拓 地 を広 げ,ド ゥス ン ・ス ル ダ ン(DusunSerdang)や ドゥ

ス ン ・セ ドイ(DusunSedoi)の よ う に,森 の な か に 広 い果 樹 園 を所 有 して い る。 ゴ

ム採 液 業 も積 極 的 に行 な っ て お り,ド リア ン収 穫 に よる収 入 は他 を圧 倒 して い た。 ア

マ ンは ム ン ト ゥ リ ・レワ ッ トか ら引 き継 い だ ゴ ム の 仲 買 店(kedaigetah)を 経 営 して

お り,華 人 の頭 家(tauke)と の 関 係 も強 い 。

華 人 との混 血 とい う こ とが,生 業 形 態 や生 業 へ の取 り組 み に影 響 を与 え て い る と考

え られ る家 族 で あ る。
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No.10

ウ レ ッ(Urek)の 父 親 はバ テ ィ ン ・ ドゥラマ ン(BatinDeraman)で あ る。 彼 は 「下

の 人 び と」 出 身 で あ る。 妻 側 の親 族 との交 流 が あ ま りな い。 ゴム の採 液 作 業 は妻 ク タ

ム(Ketam)や 義母 ム ン タ ッ(Muntak)が 行 な い,彼 自 身 は プ タイ や 森 林 産 物 の採 取

に従 事 して い た。 そ して,時 々,華 人 に よっ て 雇 わ れ た 日雇 い 労 働 に従 事 して い た 。

世 帯 調 査 当 時,ド リ ア ンや ラ タ ンの頭 家 で あ る 華 人 に6,000リ ンギ ッ トの 借 金 が あ っ

た。 ウ レ ッ は 「酒 飲 み(〃aabuk)」 で あ る。 ゴ ム 園 の 一 部 を華 人 に 「賃 貸 」 して い る。

これ は,ゴ ム 園 を賃 貸 す る こ とで 自分 は森 林 産物 採 取 な どに従 事 す る た め で あ る。 結

果 的 に は,自 ら ゴ ム採 液 作 業 を して 得 る 収 入 よ り も低 い収 入 しか得 られ て い な か っ

た。 テ ィ カ ッ派 の 人 物 で あ り,PPRTの 家 屋 提 供 プ ロ ジ ェ ク トを1996年 に 受 け た 。

世 帯 調 査 当 時,娘 の ノラ(Nora)は ジ ョホ ー ル州 の工 場 で働 い て い た。

No.11

プ ユ ー(Puyuh)は,吹 矢(temiang)作 りの名 人 で あ る 。村 の ほ とん どの 吹 矢 は彼

に よっ て作 られ て い る。 彼 の家 族 は,子 供 が 多 く,貧 しい。 そ れ は,酒 飲 みが い る と

い う こ とで は な く,子 供 の 多 さ に よ る貧 し さで あ る 。 長女 は 「障 害 者(cacak)」 で あ

る。

世 帯 調 査 当 時,家 の裏 に 「伝 統 的」 な家 屋 を建 て て住 ん で い たが,そ れ は た ん に家
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をつ くるた め の 資 金 が な い た め で,い わ ゆ る 「伝 統 回帰 」 とい う現 象 とは言 え な い 。

妻 グ ゴ ップ(Gugop)は,タ ホ ッの 妹 で あ る 。 働 き手 は 息 子 ジ ュ イ ッ ト(Juit)だ け

で あ っ た 。他 の息 子 た ち は婚 出 して い た。 当 時,ジ ュ イ ッ トは ア ニ ュ の ゴム 園 を借 り

て採 液 作 業 を して い た 。 夫 が オ ー トバ イ 事 故 で死 亡 した 娘 ヤ ン(Yang)親 子 が 同居

して い る 。

世 帯 主 で あ る プユ ーが 吹 矢 作 りの名 人 で あ る とい う こ とか ら推 察 で きる よ うに,ど

ち らか と言 え ば 「森 の生 活 」 を好 む家 族 で あ る。

No.12

ブ デ ィ ル(Bedil)は ア キ ・マ イ ン の 末 子 で あ る 。 彼 は,バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ ト
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に 表 立 っ て 反 発 して い る よ う に は見 え な い が,テ ィ カ ッ派 で あ る。 しか し,村 の バ

テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ ト派 の人 び と と対 立 して い る わ け で は な い。 テ ィカ ッ派 の多 くの

人 び と は,た ん に テ ィカ ッ に従 っ て い る だ け なの で あ る 。 ブ デ ィ ル は 「上 の 人 び と」

と 「下 の人 び と」 の ア キ ・マ イ ン派 との仲 介 役 を は たす 人 物 で もあ る。 実 兄 ユ ウ の紛

争 ユ ウがNo.13の 家 に 酔 っ ぱ らっ て 怒 鳴 り込 ん だ事 件 の 時,兄 に代 わ っ てバ

テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トか ら裁 可(huku〃a)を 受 け た。 こ の事 件 の 詳 細 につ い て は,拙

稿(信 田2003)を 参 照 。

ブ デ ィル の仕 事 は,家 屋 建 設 作 業 を請 け負 うい わ ゆ る大 工 で あ る。 ム ラ ンや ウ レ ッ

の息 子,そ して イナ ン(Inan)(No.54)や ア キ ・マ イ ンの孫 な どを雇 っ て い た。 ドリ

ア ン収 穫 作 業 につ い て も,ア キ ・マ イ ン派 の 人 び とに仕 事 を ま わ して い た。

妻 ア イ プ(Aip)は カル の 娘 だ が,マ ン ク ・ウ ジ ャ ン に子 供 が い な か った の で,養

女 と な る 。 マ ン ク ・ウ ジ ャ ンの 妻 バ チ ャ ッ(Bachak)が 同居 して い る。 彼 ら夫 婦 に

とっ て は 「母 」 で あ る。 バ チ ャ ッの男 キ ョウ ダイ に は ラ ボ ー(Laboh)(ア ワ ス(Awas)

(No.61)や キ オ ップ(KiooP)(No.60)の 父)が い る。

ヤ ン(Yan)は,No.34の バ ンコ ン夫 婦(妻 ビ ルが マ ン ク ・ウ ジ ャ ン と同 じ母 系 出

自集 団)か らの養 子 で あ る。 彼 は,ス ラ ン ゴー ル州 の オ ラ ン ・ア ス リの村 に婚 出 して

い たが,結 局,経 済 的 な理 由 か ら妻 と子 供(男 子)と 共 に この 家 に住 む よ う に な った 。

も う1人,バ チ ャ ッの男 キ ョウ ダイ か らの養 子 もい たが,幼 少 の ころ に亡 くな っ た。

この家 族 は,す べ て血 のつ なが らな い 「家 族 」 で あ る。 ヤ ンに は子 供 が い るが,ブ

デ ィル とア イ プ の 問 に は子 供 が い な い。

ブ デ ィ ル は実 質 的 な舅 ・姑(〃aentuha)で あ る カ ル夫 妻 と姑 の バ チ ェ ッの 面 倒 を見

て い た。 彼 らが 沈 香 の採 取 の た め に森 で キ ャ ン プす る と きや,町 に 出 か け る と きに

は,ブ デ ィルが 自動 車 で送 り迎 え を して い た。

6.2バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの 親 族 群

No.13か らNo.25ま で は,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トの キ ョウ ダ イ の 親 族 群 と な っ

て い る 。 ピ ン ダー を祖 とす る母 系 出 自集 団 の 一 翼 を担 う グ ル ー プで あ る。 バ テ ィ ン ・

ジ ャ ング ッ トの場 合 は,前 妻 の子 供 た ち との 問 に確 執 が あ る の で,必 ず し も一 致 団結

した グ ル ー プ とな っ て い な い。 しか し,実 兄 で あ る ジ ェ ナ ン ・ミサ イ の子 供 た ち の よ

うに,次 世 代 の子 供 た ち に な る と,そ れ ぞ れ キ ョウ ダ イ 問 の結 束 は強 い。
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図10No.13か らNo.25

No.13

ア バ イ(Abai)は ア カ イ村 出 身 で,彼 の 父 はバ テ ィ ン ・ドゥ ラ ンの 兄 の 息 子 で あ る。

妻 フ.ルチ ャ(Percha)と は 第2イ トコの 関 係 に あ た る。 フ.ルチ ャ の 父 は バ テ ィ ン ・

ドゥラ ンの息 子 。 アバ イ の父 は,バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トも認 め る リー ダー 的素 質 を

持 った 人 物 だ っ た が,イ ス ラー ムへ 改 宗 し,ム ス リム で あ る トゥ ミア ー ル(Temiar)

の女 性 と再 婚 した 。 アバ イ の母 は,ア キ ・マ イ ンの女 キ ョウ ダイ で,オ タの母 の妹 に

あ た る 。 た だ し,オ タ と同様 ア バ イは ア キ ・マ イ ン派 に は与 して い な い。

プ ル チ ャの父 ル ボ ン(Lebong)は カル(No.8)の 兄 で あ る。 彼 は妻 アモ ッ(Amok)

の死 後,ア カ イ村 で 再 婚 した。 ア カ イ村 で は ジ ェ ナ ン(Jenang)の 称 号 保 有 者 とな っ

た 。 フ.ルチ ャの母 ア モ ッは バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トや ジ ェ ナ ン ・ミサ イ の妹 で あ る。

長 男 ウ ィ ラ(wira)は 高 卒 で あ る。 成 績 優 秀 で あ っ たが,奨 学 金 が 得 られ な か っ た

た め に進 学 で きな か っ た。
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プ ル チ ャの弟 は ア カ イ村 のバ テ ィ ンで あ る。 ま た,世 帯 調 査 当 時 は,弟 ミロ ンが 同

居 して い た 。 「そ の 後 」,ミ ロ ンは ナ ー(Nah:No.41)と 結 婚 した 。 妹 ソ ラ ー(Solah)

は ス レ ンバ ンの工 場 で働 い て い る。 かつ て,父 や ミロ ン,そ して ア カ イ村 のバ テ ィ ン

は キ リス ト教 へ 改 宗 した こ とが あ る。 この こ とは公 然 の秘 密 と され て い る。

私 は この 家 族 の 養 子 で あ る 。 つ ま り,プ ル チ ャ の養 弟(adikangkat)と な っ た の で

あ る 。 プ ル チ ャ はバ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの 所 属 す る ワ リス(waris:母 系 出 自集 団)

の核 とな っ て い る女 性 の1人 。

ゴム 園 や ドリア ン果 樹 園 を多 く所 有 して い る。 ま た,ア バ イ の 関係 で,野 菜 の仲 買

を行 な うな どア カ イ村 との経 済 関係 が 強 い。

No.14

バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ ト(BatinJanggut)は,こ れ まで7人 の妻 が い て,子 供 が33

人 い る(本 人 も名 前 や年 齢 な ど を あ ま り把 握 して い な い)。 世 帯 調 査 当 時,妻 は3人

で あ った 。 バ ニ ン村(Kg.Baning)で 小 学 校 に勤 務 して い る妻(第5妻)と マ ンパ ス 村
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(Kg.Mampas)の 妻(第7妻)は,姉 妹 で あ る。 そ して,サ ロ マ ー(Salomah)(第6妻)

は ダ ラ ム村(Kg,Dalam)の 出 身 で あ る。 サ ロ マ ー の 母 は華 人 で オ ラ ン ・ア ス リに引

き取 ら れ て 養 女 とな っ た。 妻 は3人 と も,外 向 け に は 「妻 」 で は な く,「 内縁 の妻 」

と し て い る 。 なぜ な ら,そ れ ぞ れ が 「間 違 っ た結 婚(nikahsalah)」 で あ っ た か らで

あ る 。詳 細 につ い て は,拙 稿(信 田2002;2003)を 参 照 。 と りわ け,サ ロマ ー との結

婚(1978年)は,息 子 テ ィ カ ッ や シ ン ガ ー(Singah)を は じ め と す る モ イ ェ ム

(Moyem)(第3妻)の 子 供 た ち との 争 い の 原 因 とな っ た。 サ ロマ ー は シ ンガ ー の 妻

の妹 で あ る 。バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トは モ イ ェ ム と離 婚 した。

ゴム 園 や ドリア ン果 樹 園 な どを多 く所 有 して い た(150エ ー カ ー と も言 われ る)が,

そ の大 半 を シ ンガ ー の キ ョ ウ ダイ や テ ィカ ッな どの子 供 た ち に相 続 させ た。 世 帯 調 査

当 時,ド リア ン ・タ ワ ー ル 村 の ゴム 園 で は,ス ハ イ ダ(Suhaida)な ど の子 供 た ちが

採 液 作 業 を行 な い,ダ ラ ム村 の ゴム 園 で は バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ ト自 ら採 液 作 業 を行

な っ て い た 。

娘 イ ア は マ ン ク ・ハ シ ム の 息 子 ア ニ ュ と結 婚 し た。 一 方,私 が 村 を去 っ た 後 の

1998年11月,ス ハ イ ダ は ア タ ウ(Atau)(ク ア ラ ・ピ ラ ー に近 いTanjunglpohの 華 人:

実 業 家 で村 に 出入 り して い る ドリア ン仲 買業 者 の1人)と 結 婚 した。 これ は,バ テ ィ

ン ・ジ ャ ング ッ トとア タ ウ との親 密 な 関係 に よる もの と考 え られ る。

ス ハ イ ナ(Suhaina)は ギ ラ ン村(Kg.Gelang)の 小 学 校 教 師 で あ る。1998年1月

に ス ラ ン ゴー ル州 出 身 の オ ラ ン ・ア ス リ男 性 と結 婚 した。

子 供 た ち は,小 学 校 時代 は,す べ てバ ニ ン村 の小 学 校 に通 わせ て い た。 そ して週 末

に な る と,ド リア ン ・タワ ー ル村 で過 ごす こ とが 多 か っ た。 これ は プ ル チ ャの子 供 た

ち も 同様 で あ っ た。 そ の ほか の村 の 子 供 た ち は ギ ラ ン村 の 小 学 校 に 通 学 す る よ う に

な っ た 。

2002年7月,ス ハ イ ズ キ(Suhaizuki)は,突 然 亡 くな っ た 。 死 因 と して デ ン グ 出

血 熱 が疑 わ れ た 。
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No.15

モ イ ェ ム(Moyem)は バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの3番 目の 妻 で あ っ た。 ダ ラ ム村

出 身 で あ る。 しか し,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トとは離 婚 した。 世 帯 調 査 当時,孫 マ リ

ア ナ(Mariana)と 同 居 して い た 。 家 の裏 手 のNo.16に は 娘 ア ミナ ー(Aminah)が 住

ん で い る。 バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トが 与 え た ゴ ム 園 と ドリア ン果 樹 園 を所 有 して い

る。 ゴム 園 で,娘 と共 に採 液 作 業 をす る。 彼 女 の 第1イ トコに は,No.53の エ ンタ ッ

(Entak)が い る。

No.16

ユ ウ(YU)は ア キ ・マ イ ンの 息 子 で あ る。 酒 飲 み で,ト ラ ブル ・メ ー カ ー で あ る。

妻 ア ミナ ー との結 婚 に は,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トは猛 反 対 した。 ユ ウ の前 妻 は死 亡

して お り,ア ミナ ー は2番 目の妻 で あ る。

ア ミナ ー の兄 シ ンガ ー は ドリア ン ・タワ ー ル村 に住 ん で い たが,そ の後,妻 の 出 身

村 ダラ ム村 に移 住 した。 サ ロ マ ー との再 婚 や村 の 開発 を め ぐっ て,父 バ テ ィ ン ・ジ ャ

ン グ ッ トに 反 発 した 。 そ して,ユ ウ も また バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トに反 発 し,シ ン

ガ ー や ア キ ・マ イ ン派 と組 ん でバ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ ト派 と対 立 した。

子 供 た ち は,村 の言 葉 を話 す こ とは な く(と りわ け,親 族 呼 称 な ど),学 校 で 習 う

マ レー シ ア語 を話 して い た。 そ して,一 部 を除 い て,村 び と との 付 き合 い は なか った 。

「そ の 後 」,息 子 は窃 盗 をす る な ど,問 題 行 動 が 増 え た。

シ ンガ ー の ゴム 園 は,華 人 に 「賃 貸 」 して い る。 世 帯 調 査 当 時,ア ミナ ー の妹 た ち

は,ス イマ ー(Simah)を 除 い て,村 を出 て生 活 して い た 。 そ の うち の2人 は クア ラ ・

ル ンプ ー ル の ブテ ィ ッ ク で働 い て い た 。 また,1人 は オ ー ス トラ リ ア人 と結 婚 し,イ

ス ラ ー ムへ 改 宗 して い た(No.17を 参 照)。

シ ン ガー の キ ョウ ダ イ の う ち,ア ユ(Ayu)だ けが 父 バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トと親

255



国立民族学博物館研究報告29巻2号

密 な 関係 を保 っ て い る。 この こ とで アユ と他 の キ ョウ ダイ との 問 に確 執 が あ る。

No.15の モ イェ ム の家 と この家 は,バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トの家 の上 方 に 隣接 して

い る 。 か つ て は,モ イ ェ ム の家 屋 にバ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トは住 ん で い た。 対 立 して

い る家 族 が 隣接 して い る こ とは,緊 張 関係 を さ らに強 め る原 因 とな っ て い る。

No.17

ス イ マ ー(Simah)は 幼 稚 園教 師 で あ る(月 給 は400リ ンギ ッ ト)。 夫 はパ ハ ン州

出 身 の ジ ャ ク ン(Jakun)で あ る。 ラ ジ オ(RadioOrangAsliと い う番 組)の ペ ン ・フ

レ ン ド制 度 を 通 して 知 り合 っ た 。 世 帯 調 査 当 時,夫 は パ ハ ン州 の 州 都 ク ア ン タ ン

(Kuantan)の 建 設 現 場 に 出稼 ぎに 行 き,留 守 が ちで あ った 。 この 家 屋 は,家 屋 建 設 プ

ロ ジ ェ ク トで政 府 か らバ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トに対 して与 え られ た家 屋 で あ る。

No.18

テ ィ カ ッ(Tikak)は オ ラ ン ・アス リ局 の 職 員(1967-1979)を して い たが,途 中 で

辞 め て 村 へ 帰 っ て きた 。 父 バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの 「代 理 」 と し て,RISDAや

UMNO(UnitedMalaysNationalOrganisation:統 一 マ レ ー 人 国 民 組 織,マ レー シ ア の

最 大 与 党),JKKK(JawatankuasaKemajuandanKeselamatanKampung:村 落 開 発 保 安

委 員 会,村 レベ ル に お け る 開発 プ ロ ジ ェ ク トの配 分 を決 定 す る委 員 会)な どの 開発 に

と っ て重 要 な ポ ス トに就 い て,村 の 開 発 を進 め て い た 。 しか し,開 発 の 進 め 方 を め
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ぐっ て父 バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トと対 立 した。 一 部 の テ ィカ ッ派 を 除 い て,彼 の 開発

の進 め方 は村 の人 び とに 反感 を持 た れ て い た。

妻 バ ヤ ー(Bayah)(MahMeriとTemuanの 混 血)と は オ ラ ン ・ア ス リ局 職 員 時 代 に

知 り合 い,結 婚 した 。息 子 た ち の ほ とん どは婚 出 して い た 。娘 ア メ リ ア(Amelia)は

マ レー 人 と結 婚 し,イ ス ラ ー ムへ 改 宗 した。

この家 は シ ンガ ー の家 で あ っ た。 シ ンガ ー とテ ィカ ッは異 母 同父 キ ョウ ダ イ と して

親 密 な 関係 を持 っ て い た。

私 の調 査 時期 の 当初,バ ヤ ー は ゴム採 液 作 業 を して い たが,途 中 か ら止 め て しま っ

た。 ゴム 園 は 華 人 に 「賃 貸 」 して い た り,ア ジ ョイ(No.28)の 家 族 に貸 してい た り

す る。 テ ィカ ッは土 地 の転 売(実 際 に は,華 人が テ ィカ ッの名 で土 地 登 記 の 申請 を行

な い,テ ィカ ッが 手 数 料 を受 け取 る とい う こ と)や 木 材 伐 採 の コ ミ ッシ ョ ンを受 け取

る(伐 採 許 可 を 申請 して,華 人業 者 が 伐 採 作 業 を行 な い,テ ィカ ッが 手 数 料 を受 け取

る)な ど,政 府 との 仲 介 が 必 要 な 「仕 事 」 を して い た。UMNOの 支 部 長 とい う肩 書

きが 申請 の許 可 に効 力 を発 揮 した の で あ る。

テ ィカ ッは母 を幼 い 頃 に亡 く し,バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トが 男 親1人 で育 て た。 し

か し,実 際 に は,テ ィカ ッは ジ ェ ナ ン ・ミサ イ夫 妻 に よっ て育 て られ た。 テ ィカ ッの

ゴム 園 や ドリア ン果 樹 園 の一 部 は ,ジ ェ ナ ン ・ミサ イが 与 え た もの で あ る。

「そ の 後 」,UMNOの 支 部 長 やJKKKの 委 員 の役 職 を辞 した 。
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No.19

ウ カ ル(Ukal)の 世 帯 の ゴ ム 園 や ド リア ン果 樹 園 が 多 い の は,妻 マ ニ ョ(Manyo)

の 親 族 関係 に よ る。 マ ニ ョはバ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの妹 で ワ リス(WCIYIS:母 系 出

自集 団)の 女 性 側 の長 で もあ る。

息 子 ゲ ン レー は オ ラ ン ・ア ス リ局 職 員 と してパ ハ ン州 で勤 務 し,長 ら く家 を留 守 に

して い た が,バ ニ ン村 の小 学 校 教 師 と して家 族 を連 れ て戻 っ て きて い た。 ま た娘 ザ イ

ダは コ ンチ ョ ン と結 婚 して,隣 接 して住 む よ うに な っ て い た。 息 子 アサ ッ トは,婚 出

した が,離 婚 して戻 っ て きて い た。 そ の他 の娘 た ち は,世 帯 調 査 当 時,テ レ コム大 学

(UniversitiTelekom)で 学 ん で い た ノ ラ ズ ィ ア ー(Noraziah),シ ン パ ン ・プ ル タ ン

(SimpangPertang)の 工 場 で 働 い て い た ザ イ ノ ン(Zainon)(月 給400リ ン ギ ッ ト),

ゴム採 液 作 業 を して い たハ ジ ター(Hajitah)で あ る。 ノ ラ ズ ィ ア ー は,「 そ の 後 」,プ

トラ大 学(UniversitiPutraMalaysia)に 進 学 した。 村 の な か で は裕 福 な家 の 一 つ で あ

る 。 ゴム 園 や ドリア ン果 樹 園 の一 部 を子 供 た ちが 相 続 して い た。

結 婚 適 齢 期 を過 ぎた娘 が い る の は,彼 女 た ち に見 合 う経 済 力 を持 つ 男 性 が い な か っ

た か らで あ る 。 ア サ ッ トが 離 婚 した理 由 も また,彼 の婚 出先 で の仕 事 が な か っ た か ら

で あ り,実 家 の方 が 経 済 的 に豊 か で あ っ た か らで もあ る。 アサ ッ トの妻 が 工 場 で働 い

て い て,彼 に は仕 事 が な か っ た の で あ る。

「そ の 後 」,ハ ジ ター は グ ンテ ィ ン ・ハ イ ラ ン ド(GentingHighland)の ホ テ ル の レ

ス トラ ンで皿 洗 い と して働 く こ とに な っ た。 カ ジ ノ で有 名 な グ ンテ ィ ン ・ハ イ ラ ン ド

で は,多 くの オ ラ ン ・ア ス リが 従 業 員 と して雇 わ れ て い る。 ま た,ザ イ ノ ンは ポ ー

ト ・デ ィ ク ソ ン出 身 の オ ラ ン ・ア ス リ男 性(父 親 は華 人)と 結 婚 し,男 子 を出 産 した 。

そ し て,夫 と子 供 を 連 れ て,戻 っ て きた 。 夫 の 姉 は マ レー 人 と結 婚 して い て,イ ス

ラー ムへ 改 宗 して い る。
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No.20

ゲ ン レ ー(Genreh)は バ ニ ン村 の 小 学 校 教 師 で あ る。 そ れ 以 前 は,KualaLipis

(Pahang)で オ ラ ン ・アス リ局 職 員 を してい た。 オ ラ ン ・ア ス リ局 へ の 就 職 に は,テ ィ

カ ッ と同様 バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トの影 響 力 が 考 え られ る。 世 帯 調 査 当時 の 月給 は

993リ ンギ ッ トで あ っ た。 パ ハ ン州 出身 の 妻 ザ リハ(Zariha)は ス マ イ(Semai)で あ る 。

ゲ ン レー は オ ラ ン ・ア ス リ局 職 員 と して長 い期 間 に わ た っ て村 を離 れ て い たが,バ

ニ ン村 の小 学 校 で働 くよ うに な る と,次 第 に村 の 政 治 に 関 与 す る よ う に な った 。 バ

テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ ト もま た 自分 の 「後 継 者 」 と して ゲ ン レー を考 え て い て,1997

年3月 に はPanglimaTuhaの 称 号 を与 え た。POASM(PersatuanOrangAsliSemenanjung

Malaysia:半 島 マ レー シ ア,オ ラ ン ・ア ス リ協 会,オ ラ ン ・ア ス リのNGO組 織)の

幹 部 で もあ る。

No.21

コ ンチ ョ ン(Konchon)と ザ イダ(Zaida)の 結 婚 は 同一 母 系 出 自集 団 内 の 「間違 っ

た結 婚 」 で あ った 。 この こ と につ い て は,拙 稿(信 田1999b;2002)を 参 照 。 家 屋 は,

コ ンチ ョ ンの実 家 とザ イ ダの実 家 の 中 間 に 自力 で建 て た。 コ ンチ ョ ンは ゴム の採 液 作

業 ば か りで な く,狩 猟 に も熱 心 で あ る。 しか し,働 き手 は コ ンチ ョ ンの み で あ り,や

や もす る と ゴム の採 液 作 業 よ り も狩 猟 活 動 に熱 心 に な りが ち な彼 の生 業 の仕 方 の た め
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に,経 済的に苦 しい時期 もあった。家を建てた資金は,彼 が森林伐採の仕事で稼いだ

ものであった。

家 にはザイダの両親やキ ョウダイがよく出入 りをしていた。「間違った結婚」をし

て,母 系出自集団の成員権 を失ったにもかかわらず,日 常生活においては,彼 ら夫婦

はウカル夫婦やザイダのキョウダイと親密な関係が続いていたのである。

No.22

ア ル(Anl)は ジ ェナ ン ・ミサ イ の 息 子 で あ り,妻 ノル マ ー(Normah)は ジ ェ ナ ン ・

ミサ イ と同 じ母 系 出 自集 団 の 成 員 で あ る 。 両 者 の 親 族 関係 は,第2イ トコ(見 方 に

よっ て は第3イ トコ と も な る)で あ る。 彼 が1997年2月 に第2妻 と結 婚 した と きに

は離 婚 しな か っ た 。2番 目の妻 ス ラ ニ(Sulani)は ル テ ィ ン(Leting)の 妻 で あ った が,

ア ル と私 通 して い た。

ア ル との 「姦 通 」 が,「 結 婚 」 に よ って 解 決 され,前 夫 ル テ ィ ンが異 議 を 申 し立 て

な か っ た の は,ア ル が ジ ェ ナ ン ・ミサ イ の 息 子 で あ る とい う権 力 構造 が 関 係 して い

る 。本 来 な ら ば,重 罪 で あ る姦 通 が,こ こ で は村 内 の 権 力 関係 の バ ラ ン ス の な か で,

軽 罪 と して処 理 され た の で あ る。 この こ とに つ い て は,拙 稿(信 田2002)を 参 照 。

ア ル は ジ ェ ナ ン ・ミサ イ の息 子 とい う こ とで,開 発 に か か わ る村 の役 職 につ い て い

た 。一 時 は テ ィカ ッに近 い人 物 だ っ たが,バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ ト派 に与 す る よ うに

な っ た 。 ア ル と再 婚 後,ス ラニ が ス ラ ン ゴー ル 州 に あ る彼 女 の 出 身 村 に戻 っ て 以 来,

ア ル は ほ とん どそ こで生 活 す る よ うに な っ た。 実 質 的 に は,ノ ル マ ー とは別 居 状 態 で
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あ るが,両 者 に は親 族 関係 が あ る の で,離 婚 で きな い とい う こ とで あ っ た。

ア ル と ノ ル マ ー の 息 子 た ちが,母 親 の ゴム 採 液 作 業 の 手伝 い を して い た 。 彼 ら は,

母 親 の 親 族 関 係 か ら村 の ア ダ ッ ト ・リー ダ ー の 称 号 を継 承 す る立 場 に あ り,バ テ ィ

ン ・ジ ャ ン グ ッ トか らジ ェ ナ ン ・ミサ イ の 「後 継 者 」 と して期 待 され て い た。 ア ル 自

身 は 彼 の母 親 の 親 族 関 係 か ら ドゥス ン ・ク ブ ー ル村(Kg.DusunKubur)の バ テ ィ ン

の継 承 者 で あ るが,ド リア ン ・タ ワ ー ル村 で は ア ダ ッ ト ・リー ダ ー の称 号 を継 承 す る

こ とは で きな か っ た の で あ る。

ア ルが ス ラ ニ の 出 身村 で生 活 す る よ うに な っ て以 来,家 計 は ノ ル マ ー の ゴム採 液 業

に よる収 入 で まか な っ て い る よ うで あ っ た。 ア ル は,ゴ ム 園 の一 部 を 「賃 貸 」 して い

る。

「そ の 後 」,ア ル の家 族 は 「崩 壊 」 した。 ノ ル マ ー は キ リス ト教 へ 改 宗 し,そ の こ と

で ア ル と離 婚 した。 さ らに ノ ル マ ー は イ ス ラ ー ムへ 改 宗 した。 キ リス ト教 へ の改 宗 に

際 して,ノ ル マ ー との 間 の子 供 た ち は ア ルが 引 き取 っ た。 母 親 ノル マ ー を助 け て い た

息 子 た ち は,ノ ル マ ー と別 れ た後 学 校 に も行 か な くな り,酒 を飲 む こ とを お ぼ え る

よ うに な っ た。 そ して,そ の うち の1人 は農 薬 を飲 ん で 自殺 を は か っ た。

住 む 者 が い な くな っ た ア ルの 家 に は,ジ ャナ ン ・ミサ イ 夫婦 が 住 む よ うに な った 。

ア ル は ドゥス ン ・ク ブ ー ル村 で マ ンク の称 号 保 有 者 とな っ た。

No.23

ハ ノ ム(Hanum)は ジ ェ ナ ン ・ミサ イの 娘 で あ る。 夫 ユ ソ フ(Yusof)は パ ハ ン州

出 身 の ジ ャク ンで あ る。 彼 の父 親 は華 人 で あ り,母 親 は オ ラ ン ・ア ス リで あ る。 雑 誌

(DewanMasyarakat)の ペ ン ・フ レ ン ド制 度 で 知 り合 った 。 村 の雑 貨 店 を経 営 して い

る。 店 の経 営 は ジ ェ ナ ン ・ミサ イ か ら引 き継 い だ もの で,政 府 か らの援 助 が あ る。 世

帯 調 査 当 時,店 の収 入 は 月 に250リ ンギ ッ トほ どで あ っ た。 ユ ソ フ は村 の子 供 た ちが
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学 校 に通 学 す るバ ス の運 転 手 も して い た。 オ ラ ン ・ア ス リ局 か ら生 徒1人 あ た りの交

通 費 が支 給 され,一 カ 月 で1,200リ ンギ ッ トほ どの 収 入 で あ っ た。

息 子 ノ ノ イ(Nonoi)を 華 人幼 稚 園 に 通 わせ て い た 。 母 方 ・父 方 双 方 に 華 人 の 血 筋

が 入 っ て い る とい う こ と もあ る(そ れ は ウ ナ ン(No.9)も 同様)が,華 人 学 校 の 方

が 公立 学 校 よ り教 育 環 境 が 整 っ て い る とい う認 識 が あ る か らで あ る。

「そ の 後 ⊥ バ テ ィ ン ・ジ ャ ン グ ッ トに与 え られ た宅 地 に家 屋 を建 設 中 で あ っ た。

No.24

ジ ェ ナ ン ・ミサ イ(JenangMisai)は バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トの実 兄 で あ る。Jenang

の称 号 保 有 者 で あ る 。 か つ て はPanglimaKecilやJekerahな どの 称 号 を保 有 して い た

こ と もあ る。 ま た,一 時 的 で あ っ たが,オ ラ ン ・アス リ局 職 員 で あ っ た こ と もあ る。

RISDAの ゴム 園 開発 の 第1回 目の 責 任 者 は ジ ェ ナ ン ・ミサ イで あ っ た が,2回 目以 降

は テ ィカ ッに譲 っ た。 ゴム 園 の 開拓 を積 極 的 に行 な っ た1人 で あ り,村 の人 び とか ら

信 頼 され て い る 。バ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トが 政 府 との交 渉 に お い て政 治 力 を発 揮 した

とす る な ら,ジ ェ ナ ン ・ミサ イ は村 の経 済 に お い て指 導 力 を発 揮 した と言 え る。 この

2人 の リー ダー の 下 で,ド リア ン ・タ ワ ー ル村 は 「成 功 」 した の で あ る。 ジ ェ ナ ン ・

ミサ イ はバ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ ト同様,「 華 語(BahasaGina)」 を話 す こ とが で き る。

また,華 人 名 も持 っ て い る。

ジ ェ ナ ン ・ミサ イ は1950年 に プ ラ ドン(Peradong)で 収 容 所 生 活 を して い た と き

に,妻 ウ ラ ッ ト(Ulat)と 結 婚 した 。 そ の 後,2番 目の 妻 と結 婚 した が,4カ 月 ほ ど

で 離 婚 した。 ウ ラ ッ トは トゥ オ ・ジ ェ ナ ン(TuoJenang)の 称 号 保 有 者 で あ る。 ア

ダ ッ ト ・リー ダ ー の妻 は,そ の妻 と して の 功 績 か らTuoと い う 「称 号 」 を与 え られ
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る の で あ る。

彼 女 は,日 本 軍 に よっ て左 足 を銃 で撃 た れ た経 験 が あ る。 そ の際 に,そ ば に い た彼

女 の親 族 は,抱 い て い た赤 ん坊 と共 に撃 ち殺 され た。 彼 女 の父 親 は ドゥス ン ・ク ブ ー

ル村 の バ テ ィ ンで あ っ て,彼 女 の親 族 は村 の 中心 的位 置 に い る。

子 供 はNo.22の ア ル の み が 男 子 で あ る。 娘 た ち の う ち,No.25の イ ラ ッ プ(Ilap)

とNo.23の ハ ノ ム は ドリ ア ン ・タ ワ ー ル 村 に住 ん で お り,ア タ ム(Atam)と ジ ェ リ

タ(Jelita)は ド ゥス ン ・ク ブ ー ル 村 に住 ん で い る。 長 女 ア タ ム の 夫 は ドゥス ン ・ク

ブ ー ル村 のバ テ ィ ンで あ る。 ま た,未 婚 の末 娘 ス ィワ ー(Siwah)は ドゥス ン ・ク ブ ー

ル村 で 幼 稚 園 教 師 を して い る 。 「そ の 後 」,ス ィ ワ ー は オ ラ ン ・ア ス リ男 性 と結 婚 し

た。 ドゥス ン ・ク ブ ー ル村 の 「開発 」 もま た ジ ェ ナ ン ・ミサ イー 族 の指 導 に よっ て行

な わ れ て い る。

世 帯 調 査 当 時,ジ ェナ ン ・ミサ イ 夫 婦 は,娘 リ ア ン(Riang)夫 婦 と同 居 して い た 。

リア ンの 夫 ダ ウ ド(Daud)は カル(No.8)の 息 子 で あ る。 ジ ェナ ン ・ミサ イ 夫 婦 も

ゴム採 液業 の仕 事 を して い る し,リ ア ン夫 婦 も ゴム採 液 業 を して い る。 ジ ェ ナ ン ・ミ

サ イは 自 ら 開拓 した ゴム 園 や ドリア ン果 樹 園 の 多 くを,子 供 た ち に相 続 させ て お り,

テ ィカ ッに も一 部 を相 続 させ た。 ア ル の離 婚 後,電 気 を通 さな くな っ た ア ル の家 に住

む よ うに な っ た。

No.25

ハ シ ム(Hasim)の 実 父 は ジ ョホ ル(Johol)の 華 人 で ,実 母 はス ム ラ イ(Semelai)

で あ った 。 実 母 が 亡 くな っ た 後,実 母 の弟 の 養 子 とな っ た 。Batu47と い う村 の 出 身

で あ る が,1980年 にFELDA(FederalLandDevelopmentAuthority:連 邦 土 地 開 発 庁)

の 開 発 で村 は廃 村 し,Batu17(シ ンパ ン ・プ ル タ ン村)に 移 住 した。 そ の 後,Batu

47出 身 の 人 び とは,ア カ イ村 とア イル村 に分 か れ て移 住 した 。養 母 は プサ ン(Pesan)

の娘 で,プ サ ン はバ テ ィ ン ・ジ ャ ング ッ トや ジ ェ ナ ン ・ミサ イの 母 イ ンタ ン(Intan)
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や ム ン ト ゥ リ ・レワ ッ トの 兄 で あ る 。養 母 の 姉 妹 に,ビ バ(タ ホ ッの 前 妻)が い る。

ハ シ ム の 実 の キ ョウ ダ イ はす べ て実 父 に 育 て られ,「 華 人 」 と して生 活 して い る。 か

つ て一 度 だ け対 面 した こ とが あ る。

ハ シ ム は ドリア ン ・タワ ー ル村 の ほ か に シ ンパ ン ・プ ル タ ン村 で も ゴム採 液 作 業 を

して い た の で,私 が 行 な っ た ゴム収 入 の集 計 は正 確 で は な い。 ハ シ ムが 狩 猟 して い る

の を見 た こ とは な か っ た。 狩 猟 の や り方 を教 え る 「父 親 」 の存 在 が な か っ た か らで あ

る 。狩 猟 よ り も ゴム採 液作 業 や農 業 に そ の生 業 を頼 る とい う こ とにつ い て は,そ の人

が 父 親 や 親 族 か ら狩猟 を教 え ら れ て い な い とい う理 由 も大 き く関 係 して い る よ うだ 。

趣 味 と して の狩 猟 と,生 業 と して の狩 猟 で は そ の意 味 が 異 な る。 ハ シ ム の よ うに狩 猟

を教 え て も ら う機 会 を持 た な か っ た者 もい るが,多 くの場 合,生 業 の転 換 とい う時代

状 況 に よっ て狩 猟 よ り も ゴム採 液 作 業 な どの そ の他 の生 業 に生 計 の多 くを依 存 しな け

れ ば な らな くな り,必 然 的 に狩 猟 技 術 の伝 承 が 行 な わ れ る機 会 が 減 っ た の で あ る。

末 子 フ ザ イ デ ィ(Huzaidi)は 華 人 の 幼 稚 園 に 通 わせ て お り,ハ シ ム が ハ ノム の 息

子 ノ ノ イ と共 に バ イ ク で の送 迎 を担 当 して い た。

6.3ス ラ ッ の キ ョ ウ ダ イ の 親 族 群

No.26か らNo.30は,ム ン ト ゥ リ ・レワ ッ トの 弟 カ リム(Karim)の 子 孫 の 親 族 群

で あ る 。母 系 的 な指 向性 の 強 い ア ダ ッ トの 原則 か らす れ ば,ド リア ン ・タワ ー ル村 に

住 む こ とは な か っ た人 び とで あ る。 しか し,ゴ ム 園 や ドリア ン果 樹 園 な どの生 きる糧

が ドリア ン ・タワ ー ル村 に あ る とい う理 由 で,カ リムが 婚 出 しな か っ た た め,小 さな

親 族 群 を形 成 す る こ とに な っ た。

図11No.26か らNo.33
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